
10.災害時に備えて

佐千原浄水場のほかに、災害発生時に応急給水活動拠
点となる千秋配水場、尾西配水場及び木曽川配水場にあ
る配水池が耐震化されています。
また、地震の揺れによって緊急遮断弁が閉まり、配水

池内の水道水が確保されますと、合計５７，９５０ の
水道水を確保することができます。これは、一宮市地域
防災計画の応急給水量の目標値換算で一宮市民の約１０
日分に相当する水量となります。

1．水道施設の耐震化

佐千原浄水場場内配管工事 2022年度施工中の様子

●停電への備え

非常用発電機

応急給水活動拠点の水道施設には、災害発生時の停電
に備えて、非常用発電機が設置されています。万が一の
停電時には、発電機により配水ポンプを稼働させ水道水
を配水します。

南海トラフ地震の発生が想定されていることから、ラ
イフラインとしての水道施設の被害と市民生活への影響
を最小限に抑えるため、地震に強い施設整備をしていま
す。
佐千原浄水場では、2022年度末に地震に対する安全

性の向上や地震後も迅速に水の供給を復旧させるために、
場内の配水管を耐震管に更新し、緊急遮断弁を設置完了
しました。

配水場の緊急遮断弁設置状況

●水を貯える
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2．水道管路の耐震化
南海トラフ地震に被災した場合、東海地方の水道管路が95%復旧するまでに６～７週間を要するとい

う報告があります。
（公益社団法人日本水道協会 地震等緊急時対応特別調査委員会応援体制検討小委員会報告書より）
高度経済成長期に急速に整備を行った水道施設は老朽化が進行し、その更新には多額の投資が必要と

なっています。そのため更新する管路の優先順位（基幹管路、救急病院・避難所等へ配水する管路、緊
急輸送道路等に布設された管路）を定めて計画的に地震に強い耐震管に更新する事業を進めています。

2020 2021 2022 2023 2024
2024
全国
平均

2024
愛知県
平均

摘要

基幹管路の耐震化率 32.3 32.9 31.3 32.2 32.8 44.6 64.3 延長割合

浄水施設の耐震化率 45.5 46.2 52.1 53.0 59.5 46.7 71.4 配水能力割合

配水池の耐震化率 91.0 91.4 92.1 92.3 93.0 65.9 89.6 容積割合

注１）各年度末現在
注２）基幹管路とは、浄水前の原水を浄水施設に送る導水管と浄水を配水支管へ輸送する配水本管をいう。
注３）全国平均、愛知県平均は、国土交通省ホームページ「水道施設の耐震化の推進」による。
注４）2022年度の基幹管路の耐震化率の減少は、1975年以前に布設された溶接鋼管を耐震管から非耐震管

として扱うように変更したことによる。

基幹管路の耐震化工事の様子

10.災害時に備えて

耐震化率（％）

年度
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3．下水道施設の耐震化
継続して使用する下水道施設から耐震診断を実施し、耐震性能に問題がある施設を順次、耐震補強工

事を行っています。

4．下水道管路の耐震化
災害時に、防災上重要な施設（災害拠点病院など）の機能維持や、緊急輸送路の確保を目標とし

て、耐震化する管路に優先順位を定め、計画的に事業を進めています。

施工前 施工後

10.災害時に備えて

耐震化前 耐震化後

開口部の補強
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5．水道の断水に備えて

災害時でも飲料水を確保できるよう、指
定避難所の小中学校に応急給水栓を設置し
ています。
2017年度から指定避難所61か所に順次

設置しており、2029年度までの設置を目
指しています。2025年度は、浅野小学校、
丹陽西小学校、浅井南小学校、千秋小学校、
浅井中小学校、西成中学校、浅井中学校、
千秋中学校、西成東部中学校の9校に設置
し、2025年度末時点で24か所の設置が完
了しています。(右図赤●箇所)

応急給水栓は、下記の看板が目印です。

このマークは、阪神淡路大震災を経験し
た神戸市が、災害時給水拠点のシンボル
マークとして定めたもので、一宮市はこの
マークのパートナーとなっています。

応急給水栓設置場所

10.災害時に備えて

応急給水栓を用いた給水体験

番号 学校名 番号 学校名 番号 学校名 番号 学校名

1 宮西小学校 7 丹陽西小学校 13 浅井中小学校 19 西成中学校

2 貴船小学校 8 浅井南小学校 14 起小学校 20 浅井中学校

3 神山小学校 9 浅井北小学校 15 三条小学校 21 大和中学校

4 大志小学校 10 千秋小学校 16 大徳小学校 22 千秋中学校

5 向山小学校 11 富士小学校 17 北部中学校 23 西成東部中学校

6 浅野小学校 12 末広小学校 18 中部中学校 24 尾西第一中学校

応急給水栓設置校一覧

岩倉市
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6．浸水対策

要因

目標

25ｍﾌﾟｰﾙ 17杯分
から58杯分へ増加

進捗

大雨による浸水被害の軽減を目的として、
雨水を貯留する管の建設工事を進めています。

道路冠水の状況（2013年9月4日撮影）

雨水管（直径1,800㎜）

貯
留
量
（

）

雨水貯留施設の整備

見学会の様子（北園通貯留槽の内部）

雨水管の規模
雨水管の大きさ
直径 1,800㎜ ～ 300㎜
延長 1,088m

貯留量 900 

位置図

10.災害時に備えて

雨水管

16



東海北陸
自動車道

岐阜県

江南市

一宮木曽川ＩＣ

尾西ＩＣ

一宮西ＩＣ

一宮ＪＣＴ

一宮ＩＣ

稲沢市

木曽川庁舎

尾西庁舎

一宮市役所

国道155号

至
名
古
屋

至
大
阪

岩倉市

新生貯留槽

泉貯留槽

真清田貯留槽

ツインアーチ１３８

7．雨水貯留施設位置図

北園通貯留槽
公園通貯留槽

名称 貯留容量
泉貯留槽 2,000 
公園通貯留槽 1,100 
北園通貯留槽 3,300 
真清田貯留槽 2,500 
新生貯留槽 2,000 

本町幹線・大和幹線 11,700 

近年、気候変動等によりゲリラ豪雨
で短時間に多くの雨が降ると、雨水が
処理しきれず下水道や水路から道路に
あふれ、浸水被害が起こります。
雨水貯留施設とは、雨水を一時的に

貯留する機能があり、貯めた雨水は許
容放流量分をゆっくり放流します。

10.災害時に備えて

雨水貯留槽

雨水管

凡例

本町幹線・大和幹線

名
鉄
名
古
屋
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
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8．災害用マンホールトイレ

上下水道施設の７か所に、災害用
マンホールトイレを計34基設置し
ています。 (右図 箇所)

内径60ｃｍの鉄筋コンクリート管を
布設し、一定間隔で垂直にビニル管を
立ち上げ、これにマンホール蓋（直径
30ｃｍ）を設置してあります。
マンホール蓋を開け、仮設テントと
便器を組み立て、下水道管に一時貯留
してから本管へ流します。 ←本管へ接続

マンホール

バルブ

鉄筋コンクリート管

マンホール蓋

マンホール

災害用マンホールトイレ設置場所
災害用マンホールトイレ設置例

災害用マンホールトイレ(下水道管貯留方式)

江南市

木曽川庁舎

尾西庁舎

一宮市役所

国道155号

岩倉市

管路保全課庁舎

常願通ポンプ

柳戸ポンプ場

木曽川ポンプ場

水道お客さまセンター

板倉ポンプ場

平和ポンプ場

場

岩倉市

10.災害時に備えて

加圧式給水車

9．災害時の給水について

浄水場や配水場などに確保している
水道水を給水車によって災害拠点病院
や指定避難所などへ運搬して給水を行
います。災害拠点病院等から要請が
あった場合は、優先的に給水車による
給水を実施します。
他にも給水活動を行うための施設と

して、定置式給水タンクを一部の出張
所などに設置しています。

飲料水を備蓄しましょう
災害発生時、上下水道部職員は、まずは被害状況の把握等を行うため、給水体制が整うのは災害発生後

概ね４日目以降を想定しています。災害に備えてご家庭で少なくとも３日間分の飲料水を備蓄しましょう。
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上下水道部では、災害が発生した際の上下水道
関連の二次災害防止・上下水道機能の早期復旧を
目的とし、定期的に訓練を実施することで職員の
対応力向上に努めています。

10．職員の訓練について

●一宮市上下水道事業業務継続計画
(上下水道BCP) に基づく訓練

大規模地震発生時において、迅速かつ的確に、

職員一人一人が与えられた役割を認識して行動で
きるよう、上下水道BCPに基づく行動を疑似体験
する訓練を行っています。情報伝達訓練や、管路
や施設の緊急調査訓練を行い、災害発生時におけ
る職員の対応力の向上に努めています。

●職員参集訓練及び安否報告訓練
勤務時間外に大規模地震が発生したと想定し、

徒歩や自転車、バイクによる参集訓練を行い、職
員の災害発生時における参集ルートの確認及び防
災意識の向上に努めています。
また、安否報告訓練を行い、職員の安否・被害

状況報告を迅速に行える体制づくりをしています。

●応急給水訓練
災害発生時に応急給水活動を円滑に行えるよう、

訓練を実施しています。能登半島地震での支援活
動において医療機関へ応急給水を行った経験を踏
まえ、2025年度は一宮市立木曽川市民病院と合同
で応急給水訓練を行いました。給水車から病院の
受水槽へのルート確認や、給水車からの給水訓練
など、病院と連携しながら訓練を実施しています。

●一宮市総合防災訓練
一宮市の主催で、職員や各団体が参加する地震

災害を想定した合同訓練を毎年８月に行っていま
す。一宮市指定水道工事店協同組合と共に水道管
の緊急修繕と応急給水訓練を実施しています。

その他、一宮市指定水道工事店協同組合の緊急
調査訓練や、県営水道用応急給水支援設備の操作
訓練などを実施しています。

病院職員による給水車からの給水体験

上下水道BCPに基づく 情報伝達訓練の状況

水道管の緊急修繕訓練の状況

上下水道BCPに基づく 施設の緊急調査訓練の状況

10.災害時に備えて
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給水活動

●派遣要請
・日本水道協会石川県支部から、給水活動のため
職員と給水車の派遣要請

●派遣概要
・派遣先 石川県七尾市・津幡町・輪島市
・派遣期間 2024年1月2日 から 2月29日
・派遣職員 第1陣から第11陣 各陣2名ずつ

延べ22名
・活動内容
給水車で避難所や病院などを巡回して、受水槽
への給水や、市民向けの給水活動を行いました。
補水拠点と避難所や病院などの往復を繰り返し、
多い時では１日９往復した日もありました。
道路に亀裂や陥没がある状況での活動や、高所
での作業を伴う受水槽への給水では、安全管理
の徹底に努めながら活動しました。

避難所での給水活動状況

海上保安庁巡視船から給水車への補水作業状況

11．能登半島地震における支援活動

10.災害時に備えて

下水道管路被害調査

●派遣要請
・石川県から下水道管路被害調査（一次調査及び
二次調査）のため職員派遣要請

●一次調査派遣概要
・派遣先 石川県七尾市・内灘町・中能登町
・派遣期間 2024年1月8日 から 1月15日

2024年3月23日から3月26日
・派遣職員 第1陣から第2陣及び第4陣

各陣2名ずつ 延べ6名
・活動内容 地上から目視により、マンホール内の

被害状況を調査しました。

●二次調査派遣概要
・派遣先 内灘町
・派遣期間 2024年2月17日 から 2月23日
・派遣職員 第3陣 2名
・活動内容 一時調査で被害が確認された管路内に、

TVカメラを入れて、被害状況を詳細に
調査しました。

目視による被害状況調査

TVカメラによる被害状況調査
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●派遣先
富山県高岡市役所上下水道局下水道工務課

●派遣期間
2025年4月1日から2026年3月31日

●担当業務
令和6年能登半島地震により被災した下水道管渠の復旧

●現地の状況
高岡市内では震度5強を観測し、地震による地盤の液状

化により、マンホールの浮上や、下水道管渠にたるみや逆
勾配が発生しました。

●担当業務の概要
下水道工務課には3県から4名の応援職員が派遣されて

おり、高岡市の職員と共に業務を行っています。
私は、災害復旧工事のうち、設計積算と工事監督をして

います。災害査定（被災の認定）を受けた後に、国への補
助金申請及び発注を行い、復旧工事を行っています。

●業務の遂行に当たって苦労したことなど
大規模災害が発生すると、国・県・他自治体も含め辺り

一帯で復旧工事が施工され、通常工事も施工できるところ
はしているので、工事の全体量が増えます。建設業界の人
手不足も重なり、入札不調の発生やウェルポイント等の専
門業者の確保が難しく通常の工事よりも時間がかかってし
まうことがあります。一日でも早い復旧のために、設計・
発注を迅速に行い、工程調整を密に行っていかなければな
らず苦労しています。

●今後に生かしたいこと・得られたことなど
災害復旧工事では、地域住民やマスコミの関心が通常工

事に比べて高いです。復旧工事については、待ち望んでい
る住民が多いことやマスコミによる復旧工事現場の取材が
何回かありました。高岡市役所の方から、「復旧事業はい
つもの工事よりもコミュニケーションが大事」とのお話し
もあり、市役所としてコミュニケーション・情報発信の重
要性を感じましたので、今後の業務に生かしていきたいで
す。

高岡市

高岡市に設置された一宮市のマンホール蓋

下水道管渠の復旧工事

地震で破損した汚水管の撤去

【富山県】

10.災害時に備えて
12．被災地派遣職員レポート
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